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1.　はじめに

大学図書館や研究図書館では、膨大な学術
資料を利用者が効率的に利用するためのサー
ビスやシステムをいかに構築するかが大きな
課題となっている。

この 10 年間で学術資料の多くは電子的に
提供されるようになり、電子ジャーナルとし
て提供されている学術雑誌の数は 3 万タイト
ルを超えている。また、電子書籍も増大の一
途をたどっている。一方では、物理的な蔵書
も過去からの蓄積で膨大になっている。この
ような中で利用者が、捜し求める学術情報を
的確に見つけることは簡単ではなくなってき
ている。

他方、インターネット上では無料で提供さ
れている学術関連情報も多く存在しているた
めに、利用者の多くは図書館が所蔵する資料

（ローカルリソース）や図書館が契約する有
料コンテンツ（電子リソース）を探すよりも、
GoogleやYAHOOなどの検索エンジンを使っ
て情報を探す傾向が強くなっている。

過去の米国での調査によれば、有用な学術
情報の所在は図書館にあると認識している利
用者が多いにもかかわらず、図書館利用者の
圧倒的多数が最初に使うツールは、Google
であった。（図 1、2）
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図１：一般のWebサーチと比較した図書館資料の有用性

（出所は、図１と同じ）

図 2　学生が最初に使う検索ツール
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図２：学生が最初に使う検索ツール
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このような状況を背景に、図書館が提供す
るリソースを有効に活用できるようなサービ
スやシステムが開発されてきた。それらは、
複数データベースを串刺しに検索して結果を
表示する統合検索システムや図書館の OPAC
を探しやすく見やすく表示できる次世代
OPAC などのディスカバリーサービスとし
て提供されている。

前者の例としては 360Search があり［1］、
様々なデータベースや電子ジャーナルを一度
に検索することができる。日本語のデータベー
スでは、CiNii や医中誌 Web、JDreamII、日
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経 BP 記事検索サービスなど、多くを検索対
象としている。また、後者の例としては
AquaBrowser などがある［2］。AquaBrowser
は、従来の OPAC にはなかった所蔵図書の
書影（表紙写真のサムネイル画像）や目次、
所蔵資料の種類別アイコンの表示（DVD や
CD、書籍などの違いが一目で分かるアイコ
ン）、貸し出し状況のリアルタイム表示など
を実現することで、視認性に優れたインタ
フェースを実現した。

このようなディスカバリーサービスの延長
線上にあるのが、ウェブスケールディスカバ
リー（Web-Scale Discovery）サービスとし
ての Summon（サモン）である［3］。

以下、Summonの特徴を述べるものとする。

2.　Summonとは

2.1　Summonとは

Summon は、Serials Solutions 社［4］ が 開
発した図書館向けの検索システムのことで、
Google や Yahoo などの検索エンジンと同様
に、データをあらかじめハーベストしインデッ
クスすることで検索の速度や精度を上げる手
法を使っている。
「summon」は英語で、なにかの目的のた

めに人を召還、招集するという意味を持って
いるが、Summon は、まさに図書館の所蔵
物や図書館が契約しているすべての電子情報
資源を集めて検索し一つの検索結果として表
示する。

Summon がクロールしてハーベストする
データは、契約する機関の OPAC データや
図書館システム（ILS）のデータと出版者や
データベースベンダーのコンテンツである。

現在、Summon に協力している学術出版
者や学術データベースベンダーは 6800 社余
りとなっており、コンテンツは 94000 誌以上
の雑誌やデータベースを含んでいる。またイ
ンターフェースは、15ヶ国語に対応している。

2009 年 7 月にリリースされて以来、全世
界で 160 機関を超えて利用されており、国内
でも 2 機関が利用している。

2.2　次世代 OPAC の限界

Summon が登場する前に注目を集めてい
た次世代型 OPAC は、既存の図書館システ
ムや OPAC のデータを収集して前述のよう
な視認性の良い表示を行うが、図書館が契約

する外部の電子リソースを一緒に検索するこ
とができない。したがって、リソース全体の
統合的な検索のためには、次世代型 OPAC
以外に 360Search などに代表される統合検
索機能を別途に契約して利用することになる。

ところが統合検索対象のデータベースの数
が多い場合は、パフォーマンスは各データ
ベースのシステムに依存するため、検索効率
が落ちる可能性もあった。そこで、外部リソー
スも含めた情報資源を一気に検索して回答を
示すツールが必要となり、Summon の登場
となった。

3.　Summon の機能

3.1　メタデータのハーベスティング

前章で記載したように Summon の最大の
特徴の一つは、図書館が契約している電子リ
ソースのメタデータを最初から搭載している
ことであるが、そのデータは個別の図書館が
データを提出したものではなく、Summon
に協力する出版社やデータベース製作者のメ
タデータをクローリングによってハーベスト
することによって実現している。クロールは、
24 時間に 1 回のタイミングで行われており、
常に最新のコンテンツや情報を検索すること
ができる。

ハーベストしたデータの中に、同じ書誌の
データが含まれている場合は、ノーマライズ
という一定の書式にもとづくデータとして 1
本化される。たとえば出版者サイトの電子
ジャーナルからハーベストしたデータと、ア
グリゲーターと呼ばれるコンテンツプロバイ
ダーからハーベストしたデータに、同一の書
誌データがあった場合などである。検索した
結果のタイトル部分をクリックすれば、リン
クリゾルバー経由で機関が契約しているそれ
ぞれの全文（フルテキスト）にアクセスでき
る。

しかし、Web of Science（WOS）などの
ように個々の書誌レコードに引用回数など有
用な分析データが付与されている場合は、そ
の分析データそのものに価値があるので、
ノーマライズの対象とならず、その検索結果
から WOS に遷移するようになっている。

3.2　Web-API の実装

Summon は、外部からの検索連携のため
に Web API を実装し、Z39.50 のほか SRU，
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SRW，Open Search にも対応している。そ
のため利用する機関によって様々なインター
フェースの構築が可能である。

検索の主な基本機能は下記のようになって
いる。

3.3　検索インターフェース

シンプルなサーチボックス：●
Google などの検索エンジンと同様に複雑

な操作を必要とせず、たった一つの検索窓か
ら探したい情報を簡単に深く探すことができ
る。

もちろん詳細検索モードへの切り替えも自
由である。（図 3、4）

入力の際には、スペルミスを防ぐために
“Did you mean ？”機能で正しい候補語を
示す機能がある。

図 3　シンプルなサーチボックス
図３

図 4　詳細検索 4

詳細検索では通常のキーワード検索に加えて、タイトル、著者、出版社、
等の項目が指定できます。

詳細検索画面

フォーマット（図書・雑
誌・その他eリソース

を含む）限定した検索
が可能。

図４

優れた関連順検索結果：●
関連性の高いものから順に検索結果を表示

する。また、検索結果の詳細情報もワンク
リックで確認可能。（図 5、6）

図 5　優れた関連順検索結果 55

現在、関連順、日付順
のソートが可能。

ファセット機能

フォーマット表示

ILSとのリア

ルタイム連携

検索結果の
保存

図５

図 6　検索結果の詳細情報 6

表紙画像

詳細項目
の表示

図６

検索結果のリファイン：●
検索結果は、フィルタ、ファセット、ソー

ト機能で簡単に絞込みが可能。
ここから、フルテキストだけに検索結果を

絞り込んだり、年代を指定しての検索が可能
となる。（図 7～図 9）

その他、検索結果から著者名をクリックす
ると同一著者による執筆資料を検索する機能
など、細かい絞り込み検索の機能が充実して
いる。

図 7　リファイン検索 7

あらかじめ用意された項目により、容易に絞
込みができるファセット機能により、検索語が
何に対してヒットしてされたものが瞬時に把握
することが可能です。

フォーマット、発行年、サブジェクト、図書館な
ど様々な指標から簡単に検索件数を絞り込
むことができます。

リファイン検索で
フルテキストのみ、
学術出版物のみ、
機関外の資料検
索が可能

発行年は視覚的に
捕らえやすく表示

図７
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図 8　 Subject Terms 8

Subject Termsで
は、詳細な主題選
択が可能です。
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図８

図 9　検索結果のリファイン 9
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複数の場所(学部や図書館）にリソースがある場合は、どの場所からリソース

を得るかの選択も可能です。

図９

資料の種類をアイコンで表示：●
検索した結果が、どのような種類の資料な

のかを一目で分かるアイコンで表示。（図 10）

図 10　検索結果の表示 10

同一内容でフォーマットが違う検索結果を
統合して表示できます。

例）

冊子所蔵情報、電子リソースへのリンク、
マルチメディアCD-ROM、マイクロソフトな

ど

表紙画像の表示が可能。

資料のフォーマットをイメージ画像で表示

Content Typeでどの

リソースから情報を
得るかの絞込みも可
能。Include/Exclude
にチェックマークを入
れるだけです。

図１０

リソース管理ツールへのエクスポート：●
RefWorks, EndNote, ProCite など個人リ

ソース管理ツールへのエクスポート機能を搭
載。（図 11）

図 11　リソース管理ツールへのエクスポート11

その他よく使わ
れるフォーマッ
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図１１

図書館システムとの連携：●
冊子体の貸し出し情報などを表示。（図 12）

図 12　図書館システムとの連携 12

ILS連携も実現し、貸出状況をリアルタイムに表示できます。

冊子の検索結果は図書館の
OPACのライブリンクなので、

現在の貸し出し状況や保管場
所が確認可能。タイトル名をク
リックすると自館のOPACへリ

ンクします

図１２

4.　Summon の今後

Summon は、従来の統合検索システムや
次世代 OPAC の先のディスカバリーサービ
スとして多くの大学図書館や研究図書館で採
用されていこうとしている。一方、Summon
の利用者が増えれば増えるほど、個々の利用
者の要望や利用地域・国・言語の違いによる
要望が増えてくる。また、収載コンテンツの
要望も増えてくる。これらローカルデマンド
を 吸 収 し 実 現 す る こ と が、 こ れ か ら の
Summon の発展の鍵となる。

また、図書館システムを提供している ILS
ベンダーとの協力も不可欠である。そのため
にも多くの ILS ベンダーの声を聞き、Summon
の仕様に反映させていくことも今後の拡大の
二つめの鍵となるであろう。
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